
 

 

 

令和７年度毒物劇物取扱者試験問題 
 

実 施 日：令和７年９月３０日（火） 

試験時間：１３：００～１５：００ 

試験種別：一般 

内 容： 

・毒物および劇物に関する法規（３０問） 

・毒物および劇物の性質および貯蔵その他取扱方法（２０問） 

・基礎化学（３０問） 

・実地試験【毒物および劇物の識別および取扱方法】（１０問） 

◎問題用紙は、指示があるまで開かないでください。 

【注意事項】 

１ 試験時間中は発言してはいけません。質問など用があるときは、だまって手を挙げて試

験監督者の指示に従ってください。ただし、質問は、誤字・脱字などの印刷に関するもの

に限り、内容に関するものはお答えいたしません。 

２ 携帯電話やスマートウォッチなどの通信機器は、必ず電源を切っておいてください。 

３ カンニングなどの不正行為は絶対にしないでください。万一、発見した場合は、失格者

として退場していただきます。 

４ 受験票は机に貼ってある受験番号の横に置いてください。 

５ 受験票、筆記用具、時計（通信機能付きのものは使用不可）以外のものは机の上に置か

ないでください。 

６ 試験開始および試験終了は試験監督者が行いますから、合図に従ってください。 

７ 試験が始まったら、解答用紙に受験番号および受験者氏名を忘れずに記入してくださ

い。 

８ 試験問題は、合計２７ページです。試験開始後、落丁がないことを確認してください。 

９ 各問題の正しい答えは一つしかないので、最も適当だと思われる答えを一つ選び、その

番号を解答用紙に記入してください。 

10 答えは丁寧に、はっきりと記載してください。また、答えを修正する場合は、必ずあと

が残らないよう消しゴムで完全に消してください。答えが判別できない場合は、不正解と

なるので注意してください。 

11 問題用紙は、試験終了後、持ち帰ることができます。 

12 試験問題において、毒物または劇物の性状についての設問がある場合は、特に断りのな

い限り、常温常圧下での状況とします。 

 

福 井 県 
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問１～問９ 

下表は、毒物及び劇物取締法および毒物及び劇物取締法施行規則の条文の一

部である。（  ）に入れるべき字句として、正しいものを【下欄】から選べ。

なお、毒物及び劇物取締法を「法」、毒物及び劇物取締法施行規則を「規則」と

する。 

 

法第１条 この法律は、毒物及び劇物について、（ 問１ ）上の見地から

必要な取締を行うことを目的とする。 

法第２条第１項 この法律で「毒物」とは、別表第１に掲げる物であって、医

薬品及び（ 問２ ）以外のものをいう。 

法第３条第１項 毒物又は劇物の製造業の登録を受けた者でなければ、毒物又

は劇物を（ 問３ ）又は授与の目的で（ 問４ ）してはなら

ない。 

法第３条の２ 

第４項 

特定毒物研究者は、特定毒物を（ 問５ ）以外の用途に供し

てはならない。 

法第３条の３ 興奮、幻覚又は（ 問６ ）の作用を有する毒物又は劇物（こ

れらを含有する物を含む。）であって政令で定めるものは、み

だりに摂取し、若しくは吸入し、又はこれらの目的で所持し

てはならない。 

法第３条の４ （ 問７ ）、発火性又は爆発性のある毒物又は劇物であって

政令で定めるものは、業務その他正当な理由による場合を除

いては、所持してはならない。 

法第１０条 

第１項 

毒物劇物営業者は、次の各号のいずれかに該当する場合に

は、（ 問８ ）日以内に、その製造所、営業所又は店舗の所在

地の都道府県知事にその旨を届け出なければならない。 

一 氏名又は住所（法人にあっては、その名称又は主たる事

務所の所在地）を変更したとき。 

二 毒物又は劇物を製造し、貯蔵し、又は運搬する設備の重

要な部分を変更したとき。 

（三～四 略） 

規則第４条の４ 

第１項第１号ロ 

毒物又は劇物を含有する粉じん、蒸気又は（ 問９ ）の処理

に要する設備又は器具を備えていること。 

  



毒物および劇物に関する法規 
    

2 

 

【下欄】 

問１ １ 薬事衛生 ２ 保健衛生 ３ 生活衛生 ４ 環境衛生 

問２ １ 医薬部外品 ２ 化粧品 ３ 生物由来製品 ４ 食品 

問３ １ 製造 ２ 輸入 ３ 販売 ４ 使用 

問４ １ 製造 ２ 輸入 ３ 販売 ４ 使用 

問５ １ 学術研究 ２ 商品開発 ３ 性能評価 ４ 動物実験 

問６ １ 抑制 ２ 錯乱 ３ 幻聴 ４ 麻酔 

問７ １ 揮発性 ２ 腐食性 ３ 引火性 ４ 吸湿性 

問８ １ 五 ２ 十 ３ 二十 ４ 三十 

問９ １ 排ガス ２ 廃水 ３ 汚泥 ４ 浮遊粒子状物質 

 

問１０ 

毒物または劇物の製造所の設備の基準に関する記述の正誤について、正しい

組合せはどれか。 

 

ａ 貯蔵設備は、毒物または劇物とその他の物とを区分して貯蔵できるもので

あること。 

ｂ 毒物または劇物を貯蔵するタンク、ドラムかん、その他の容器は、毒物ま

たは劇物が飛散し、漏れ、またはしみ出るおそれのないものでなければな

らない。 

ｃ 毒物または劇物を貯蔵する場所が性質上かぎをかけることができないも

のであるときは、その周囲に関係者以外の立ち入りを禁止する表示がある

こと。 

ｄ 毒物または劇物を陳列する場所にかぎをかける設備が必要である。 

 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 誤 正 

２ 正 誤 誤 正 

３ 誤 正 正 誤 

４ 誤 正 誤 正 

５ 正 誤 正 誤 
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問１１ 

毒物劇物取扱責任者に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。 

 

ａ 毒物劇物営業者は、毒物または劇物を直接に取り扱う製造所、営業所また

は店舗ごとに、毒物劇物取扱責任者を置かなければならない。 

ｂ 毒物劇物取扱責任者が、複数の毒物劇物営業所を兼任することは、いかな

る場合も認められない。 

ｃ 毒物劇物営業者は、自ら毒物劇物取扱責任者になることができる。 

ｄ 毒物劇物営業者は、毒物劇物取扱責任者を置くときは、あらかじめ届け出

る必要がある。 

 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 誤 誤 

２ 正 誤 誤 正 

３ 誤 正 正 誤 

４ 誤 正 誤 正 

５ 正 誤 正 誤 

 

 

問１２ 

毒物の容器および被包の表示に関する記述について、（ ａ ）および（ ｂ ）

に入れるべき字句について、正しい組合せはどれか。 

 

「医薬用外」の文字に、（ ａ ）に（ ｂ ）で「毒物」の文字を表示 

 

 

 ａ ｂ 

１ 赤地 白色 

２ 赤地 黒色 

３ 黒地 白色 

４ 黒地 赤色 

５ 白地 赤色 

 

  



毒物および劇物に関する法規 
    

4 

 

問１３ 

毒物および劇物の表示に関する記述について、誤っているものはどれか。 

 

１ 毒物劇物営業者は、劇物の容器および被包に、劇物の成分およびその含量

を表示しなければ、その劇物を販売してはならない。 

２ 毒物劇物営業者は、有機燐
りん

化合物の容器および被包に、毒物及び劇物取締

法施行規則で定める解毒剤の名称を表示しなければ、その毒物を販売して

はならない。 

３ 特定毒物研究者は、毒物を貯蔵し、または陳列する場所に、「医薬用外」

の文字および「毒物」の文字を表示しなければならない。 

４ 劇物を業務上取り扱うものは、劇物を貯蔵し、または陳列する場所に「医

薬用外」の文字および「劇物」の文字を表示する必要はない。 

 

 

問１４ 

毒物及び劇物取締法第１３条の規定により、農業用として販売する場合に、着

色しなければならない劇物とその着色方法について、正しい組合せはどれか。 

 

 劇物 着色方法 

ａ 硫酸タリウムを含有する製剤 あせにくい黒色 

ｂ 硫酸タリウムを含有する製剤 あせにくい赤色 

ｃ 燐
りん

化亜鉛を含有する製剤 あせにくい黒色 

ｄ 燐
りん

化亜鉛を含有する製剤 あせにくい赤色 

 

 １（ａ、ｃ） ２（ａ、ｄ） ３（ｂ、ｃ） ４（ｂ、ｄ） 
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問１５ 

毒物劇物営業者が、毒物または劇物を販売する場合に譲受人から提出を受け

る書面において、記載しておかなければならない事項の正誤について、正しい組

合せはどれか。 

 

ａ 毒物または劇物の名称および数量 

ｂ 販売の年月日 

ｃ 譲受人の氏名、職業および住所 

ｄ 譲受人の押印 

 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 正 正 

２ 正 正 正 誤 

３ 正 正 誤 正 

４ 正 誤 正 正 

５ 誤 正 正 正 

 

 

問１６ 

毒物劇物営業者が、毒物または劇物を販売する場合に、譲受人から提出を受け

た書面の保存期間について、正しいものはどれか。 

 

１ 一年 

２ 三年 

３ 五年 

４ 七年 
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問１７ 

次の記述は毒物及び劇物取締法第１５条第１項の条文である。（ ａ ）から

（ ｃ ）に入れるべき字句について、正しい組合せはどれか。 

 

毒物劇物営業者は、毒物又は劇物を次に掲げる者に交付してはならない。 

一 （ ａ ）の者 

二 心身の障害により毒物又は劇物による保健衛生上の危害の防止の措置

を適正に行うことができない者として厚生労働省令で定めるもの 

三 麻薬、（ ｂ ）、あへん又は（ ｃ ）の中毒者 

 

 ａ ｂ ｃ 

１ １４歳未満 シンナー 覚せい剤 

２ １８歳未満 大麻 覚せい剤 

３ １８歳未満 シンナー 向精神薬 

４ ２０歳未満 大麻 向精神薬 

５ ２０歳未満 大麻 覚せい剤 
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問１８～問２１ 

次の記述は、毒物および劇物の廃棄の方法について規定する、毒物及び劇物取

締法施行令第４０条の条文の一部である。（  ）に入れるべき字句について、

正しいものを【下欄】から選べ。 

 

第１号 中和、加水分解、酸化、還元、（ 問１８ ）その他の方法により、毒

物及び劇物並びに法第１１条第２項に規定する政令で定める物のい

ずれにも該当しない物とすること。 

第２号 ガス体又は揮発性の毒物又は劇物は、保健衛生上危害を生ずるおそ

れがない場所で、少量ずつ放出し、又は（ 問１９ ）させること。 

第３号 可燃性の毒物又は劇物は、保健衛生上危害を生ずるおそれがない場

所で、少量ずつ（ 問２０ ）させること。 

第４号 前各号により難い場合には、地下（ 問２１ ）メートル以上で、かつ、

地下水を汚染するおそれがない地中に確実に埋め、海面上に引き上

げられ、若しくは浮き上がるおそれがない方法で海水中に沈め、又は

保健衛生上危害を生ずるおそれがないその他の方法で処理するこ

と。 

 

【下欄】 

問１８ １ 濃縮 ２ 稀釈 ３ 蒸留 ４ 固化 

問１９ １ 飛散 ２ 漏出 ３ 揮発 ４ 燃焼 

問２０ １ 飛散 ２ 漏出 ３ 揮発 ４ 燃焼 

問２１ １ 一 ２ 二 ３ 三 ４ 四 
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問２２ 

荷送人の通知義務に関して規定する、毒物及び劇物取締法施行令第４０条の

６に関する記述について、正しいものはどれか。 

 

１ 車両を使用して、一回につき２，０００キログラムの毒物の運搬を他社に

委託する場合、荷送人は運送人に対して通知する義務がある。 

２ 荷送人が運送人に対して通知を要する量の劇物を運搬する場合、その名称、

成分およびその含量並びに数量を通知すれば、事故の際に講じなければな

らない応急の措置の内容は通知する必要はない。 

３ 車両を使用して、一回につき３，０００キログラムの劇物の運搬を他社に

委託する場合、荷送人は運送人への通知を省略することができる。 

４ 車両を使用して、一回につき５，０００キログラムの劇物の運搬を他社に

委託する場合、５０キロメートル以内であれば荷送人は運送人への通知を

省略することができる。 

 

問２３ 

毒物を運搬する車両に掲げる標識に関する記述について、（ ａ ）から（ ｃ ）

に入れるべき字句について、正しい組合せはどれか。 

 

（ ａ ）メートル平方の板に地を黒色、文字を白色として「（ ｂ ）」と表示し、

車両の（ ｃ ）の見やすい箇所に掲げなければならない。 

 

 ａ ｂ ｃ 

１ ０．５ 毒 前後 

２ ０．５ 危 前後 

３ ０．３ 毒 前後 

４ ０．３ 毒 側面 

５ ０．３ 危 側面 
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問２４ 

事故の際の措置に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。 

 

ａ 毒物劇物営業者は、その取扱いに係る劇物が漏れ出した場合において、不

特定または多数の者について保健衛生上の危害が生ずるおそれがあると

きは、直ちに、その旨を保健所、警察署または消防機関に届け出なければ

ならない。 

ｂ 特定毒物研究者は、その取扱いに係る毒物が漏れ出した場合において、保

健衛生上の危害を防止するために必要な応急の措置を講じなければなら

ない。 

ｃ 毒物劇物営業者は、その取扱いに係る毒物が盗難にあったときは、直ちに、

その旨を警察署に届け出なければならない。 

ｄ 毒物劇物営業者以外の者であって、劇物を業務上取り扱うものは、その取

扱いに係る劇物が紛失した場合であっても、届出の義務はない。 

 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 正 誤 

２ 正 正 誤 誤 

３ 正 誤 誤 正 

４ 誤 誤 正 正 

５ 誤 正 正 正 
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問２５ 

次の記述は、毒物及び劇物取締法および毒物及び劇物取締法施行規則の条文

の一部である。（ ａ ）から（ ｃ ）に入れるべき字句の正しい組合せはどれか。 

 

法第１１条第３項 毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、その製造所、営業

所若しくは店舗又は研究所の外において毒物若しくは劇

物又は前項の政令で定める物を（ ａ ）する場合には、こ

れらの物が飛散し、漏れ、流れ出、又はしみ出ることを防

ぐのに必要な措置を講じなければならない。 

法第１１条第４項 毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、毒物又は厚生労働

省令で定める劇物については、その容器として、（ ｂ ）

の容器として通常使用される物を使用してはならない。 

規則第１１条の４ 法第１１条第４項に規定する劇物は、（ ｃ ）とする。 

 

 ａ ｂ ｃ 

１ 保管 生活用品 すべての劇物 

２ 保管 飲食物 液体状の劇物 

３ 保管 飲食物 すべての劇物 

４ 運搬 生活用品 液体状の劇物 

５ 運搬 飲食物 すべての劇物 
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問２６～問２９ 

次の物質について、「毒物（特定毒物を除く）」、「劇物」、「特定毒物」、「いずれ

にも該当しないもの」の分類として、正しいものはどれか。 

 

問２６ クロロホルム 

１ 毒物（特定毒物を除く） ２ 劇物   

３ 特定毒物        ４ １～３のいずれにも該当しない 

 

問２７ ジエチルパラニトロフェニルチオホスフェイト 

１ 毒物（特定毒物を除く） ２ 劇物   

３ 特定毒物       ４ １～３のいずれにも該当しない 

 

問２８ ２－ピリジルアルドキシムメチオダイド（別名：ＰＡＭ） 

１ 毒物（特定毒物を除く） ２ 劇物  

３ 特定毒物     ４ １～３のいずれにも該当しない 

 

問２９ ニコチン 

１ 毒物（特定毒物を除く） ２ 劇物   

３ 特定毒物        ４ １～３のいずれにも該当しない 

 

問３０ 

毒物及び劇物取締法第２２条第１項の規定に基づく、業務上取扱者の届出が

必要な事業とその取り扱う毒物について、正しい組合せはどれか。 

 

 事業 取り扱う毒物 

ａ 電気めっきを行う事業 
砒
ひ

素化合物たる毒物及びこれを含

有する製剤 

ｂ 電気めっきを行う事業 
無機シアン化合物たる毒物及びこ

れを含有する製剤 

ｃ しろありの防除を行う事業 
砒
ひ

素化合物たる毒物及びこれを含

有する製剤 

ｄ しろありの防除を行う事業 
無機シアン化合物たる毒物及びこ

れを含有する製剤 

  

１（ａ、ｃ） ２（ａ、ｄ） ３（ｂ、ｃ） ４（ｂ、ｄ） 
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問３１～問３５ 

次の物質を含有する製剤について、劇物に該当しなくなる濃度を【下欄】から

選べ。ただし、同じ番号を繰り返し選んでもよい。 

 

問３１ 無水酢酸  

問３２ 硫酸    

問３３ 水酸化ナトリウム 

問３４ ジメチルアミン  

問３５ アンモニア    

 

【下欄】 

１ ０．２％以下   ２  ５％以下   ３ １０％以下 

４ ２５％以下    ５ ５０％以下   ６ 規定なし 

 

 

問３６～問４０ 

次の物質の貯蔵方法ついて、最も適当なものを【下欄】から選べ。 

 

問３６ クロロホルム   

問３７ 三酸化二砒素   

問３８ カリウム    

問３９ 黄燐     

問４０ ベタナフトール   

 

【下欄】 

１ 通常石油中に貯蔵する。冷所で雨水等の漏れがない場所に貯蔵する。 

２ 少量ならガラス瓶に密栓し、大量なら木樽で貯蔵する。 

３ 水中に沈めて瓶に入れ、さらに砂を入れた缶中に固定して冷暗所で貯蔵

する。 

４ 空気や光線に触れると赤変するので、遮光して貯蔵する。 

５ 分解防止用の少量のアルコールを加えて冷暗所に貯蔵する。 
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問４１ 

蓚酸
しゅうさん

の解毒・治療剤について、適切なものはどれか。 

 

１ 硫酸アトロピン 

２ バルビツール製剤 

３ ジメルカプロール（別名：ＢＡＬ） 

４ グルコン酸カルシウム 

５ ヒドロキソコバラミン 

 

問４２～問４４ 

 次の物質の廃棄方法について、最も適当なものを【下欄】から選べ。なお、廃

棄方法は厚生労働省で定める「毒物及び劇物の廃棄の方法に関する基準」による

ものとする。 

 

問４２ ナトリウム   

問４３ 硝酸銀     

問４４ 臭素      

 

【下欄】 

１ 不活性ガスを通じて酸素濃度を３％以下にしたグローブボックス内で乾

燥した鉄製容器を用い、エタノールを徐々に加えて溶かす。溶解後、水

を徐々に加えて加水分解し、希硫酸等で中和する 

２ 多量の水で希釈し還元剤の溶液を加えたあと、中和する。その後、多量

の水で希釈して処理する。 

３ 水に溶かし、食塩水を加えて沈殿ろ過する。 

 

 

 

  



毒物および劇物の性質および貯蔵その他取扱方法（一般） 
 

14 

 

問４５～問４７ 

次の物質の代表的な用途について、最も適当なものを【下欄】から選べ。 

 

問４５ フッ化バリウム    

問４６ ブロムメチル     

問４７ １，１′－ジメチル－４，４′－ジピリジニウムヒドロキシド 

（別名：パラコート）    

 

【下欄】 

１ ホウロウ工業、金属加工 

２ 果樹、種子、貯蔵食糧等の病害虫の燻蒸 

３ 除草剤 

 

 

問４８～問５０ 

次の物質の代表的な毒性について、最も適当なものを【下欄】から選べ。 

 

問４８ アクリルニトリル  

問４９ ヨウ素     

問５０ フェノール    

  

【下欄】 

 

１ 皮膚や粘膜につくとやけどを起こし、その部分は白色となる。内服した

場合には口腔、咽頭、胃に高度の灼熱感を訴え、悪心、嘔吐、めまいを

起こし、失神、虚脱、呼吸麻痺で倒れる。尿は特有の暗赤色を呈する。 

２ 粘膜刺激作用が強く、気道、目、消化器を刺激して、流涙その他の粘膜よ

りの分泌を促進させる。皮膚に接触すると水泡を発する。 

３ 皮膚に触れると褐色に染め、その揮散する蒸気を吸入すると、めまいや頭

痛を伴う一種の酩酊を起こす。 
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問５１から問８０までの各問における原子量については次のとおりとする。 

Ｈ＝１、Ｃ＝１２、Ｎ＝１４、Ｏ＝１６、Ｎａ＝２３ 

 

 

問５１ 

次の炭素原子に関する記述について、誤っているものはどれか。 

 

１ Ｃ
6

12
と Ｃ

6

14
の陽子の数は同数である。 

２ Ｃ
6

12
と Ｃ

6

13
の中性子の数は同数である。 

３ Ｃ
6

13
と Ｃ

6

14
の電子の数は同数である。 

４ Ｃ
6

12
、 Ｃ

6

13
および Ｃ

6

14
は互いに同位体である。 

５ 原子の構成を Ｃ
𝐵

𝐴
と表したとき、Ａは質量数である。 

 

 

問５２ 

次の元素のうち、アルカリ金属として適切なものはどれか。 

 

１ Ｃａ  ２ Ｃｌ  ３ Ｃｒ  ４ Ｃｓ  ５ Ｃｕ 

 

 

問５３ 

最外殻電子がＡｒと同じＭ殻にあるイオンとして適切なものはどれか。 

  

１ Ｌｉ＋  ２ Ｆ－  ３ Ｏ２－  ４ Ｎａ＋  ５ Ｋ＋ 
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問５４ 

次の物質のうち、互いが同素体であるものとして適切なものはどれか。 

 

１ 赤リンと黄リン 

２ 一酸化炭素と二酸化炭素 

３ エタノールとジメチルエーテル 

４ エタンとアセチレン 

 

 

問５５ 

標準状態において、二酸化炭素１３２ｇの物質量および二酸化炭素分子に含まれる

酸素原子の数の組合せとして適切なものはどれか。 

 

 二酸化炭素の物質量 酸素原子の数 

１ ３．０ｍｏｌ ６．０×１０２３個 

２ ３．０ｍｏｌ １．２×１０２４個 

３ ３．０ｍｏｌ ３．６×１０２４個 

４ ３．５ｍｏｌ ２．１×１０２４個 

５ ３．５ｍｏｌ ４．２×１０２４個 
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問５６、問５７ 

プロパンを完全燃焼させた場合の熱化学反応式は下記のとおりであり、プロパンの

燃焼熱は２，２１９ｋＪ／ｍｏｌである。次の問いに答えよ。 

 

Ｃ３Ｈ８（気）＋５Ｏ２（気） 

＝３ＣＯ２（気）＋４Ｈ２Ｏ（液）＋２，２１９ｋＪ／ｍｏｌ 

 

 

問５６ 

プロパンを完全燃焼させたところ、３６ｇの水が生成した。このとき、生成する二

酸化炭素の量について、最も適当なものはどれか。 

 

１ ３３ｇ  ２ ４４ｇ  ３ ５５ｇ  ４ ６６ｇ  ５ ７７ｇ 

 

 

問５７ 

発生した熱量について、最も適当なものはどれか。 

 

１ １，１０９ｋＪ  ２ ２，２１９ｋＪ  ３ ３，３２９ｋＪ  

４ ４，４３６ｋＪ  ５ ５，５４５ｋＪ 

 

 

問５８ 

水３００ｇに水酸化ナトリウムを１００ｇ溶解させたとき、水溶液の質量パーセン

ト濃度について、最も適当なものはどれか。 

 

１ １０％  ２ １５％  ３ ２０％  ４ ２５％  ５ ３３％ 

 

 

問５９ 

イオン結合の説明について、適切なものはどれか。 

 

１ 荷電子が自由電子として動き回り、原子を互いに結びつける結合。 

２ 原子が互いの電子を共有する結合。 

３ 陰イオンと陽イオンの静電気力（クーロン力）による結合。 

４ 電気陰性度の大きい原子の間に水素原子が介在し、静電気的な引力によって生

じる結合。 
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問６０ 

次の物質のうち、強酸に分類されるものとして適切なものはどれか。 

 

１ 酢酸  ２ フェノール  ３ 塩化アンモニウム 

４ ギ酸  ５ 硫酸 

 

 

問６１ 

水酸化ナトリウム８ｇを用いて調製した水酸化ナトリウム水溶液を希塩酸にて中

和する。希塩酸の濃度が０．５ｍｏｌ/Ｌであるとき、中和のために使用する希塩酸の

量として最も適当なものはどれか。 

 

１ １００ｍＬ  ２ ２００ｍＬ  ３ ３００ｍＬ   

４ ４００ｍＬ  ５ ５００ｍＬ 

 

 

問６２ 

次の反応のうち、下線の原子が酸化されているものとして適切なものはどれか。 

 

１ ２ＫＭｎＯ４＋３Ｈ２ＳＯ４＋５Ｈ２Ｏ２ 

→Ｋ２ＳＯ４＋２ＭｎＳＯ４＋８Ｈ２Ｏ＋５Ｏ２ 

２ Ｈ２Ｏ２＋２ＫＩ→２ＫＯＨ＋Ｉ２ 

３ ＮＨ３＋Ｈ２Ｏ→ＮＨ４ＯＨ 

４ ＨＣｌ＋ＮａＯＨ→ＮａＣｌ＋Ｈ２Ｏ 

５ ＭｎＯ２＋４ＨＣｌ→ＭｎＣｌ２＋２Ｈ２Ｏ＋Ｃｌ２ 

 

 

問６３ 

２７℃、１．５×１０５Ｐａ、体積６．０Ｌのこの気体の物質量として、最も適当な

ものはどれか。 

 

１ ０．１２ｍｏｌ  ２ ０．２４ｍｏｌ  ３ ０．３６ｍｏｌ   

４ ０．４８ｍｏｌ  ５ ０．６０ｍｏｌ 
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問６４ 

次のうち、アルデヒド基として適切なものはどれか。 

 

１ ―ＮＨ２  ２ ―ＮＯ２  ３ ―ＣＨＯ ４ ―ＣＯＯＨ  ５ ―ＯＨ 

 

 

問６５ 

次の溶液にフェノールフタレイン溶液を加えると赤色に変化するものとして、適切

なものはどれか。 

 

１ 炭酸ナトリウム水溶液  ２ 希塩酸  ３ 塩化ナトリウム水溶液  

４ 塩化アンモニウム水溶液 ５ メタノール 

 

 

問６６ 

Ｃ４Ｈ８で示される炭化水素には複数の異性体が存在する。異性体の名称を異性体Ａ、

異性体Ｂとする場合、適切な組合せはどれか。 

 

 異性体Ａ 異性体Ｂ 

１ エテン アセチレン 

２ エタン エテン 

３ プロペン シクロプロパン 

４ １-ブテン シクロブタン 

５ ペンタン ２-メチルブタン 

 

 

問６７ 

第二級アルコールである２-プロパノール（イソプロピルアルコール）を酸化する

と生成する化合物として、適切なものはどれか。 

 

１ ギ酸  ２ アセトアルデヒド  ３ アセトン 

４ 酢酸  ５ プロピオン酸 
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問６８ 

下の図は氷を１，０１３ｈＰａで一様に熱を外部から加えたときの温度変化を模式

的に示したものである。次の記述のうち、（ ａ ）および（ ｂ ）に入れるべき字

句の正しい組合せを選べ。 

 
 

（ ａ ）間では固体と液体が共存する。（ ｂ ）間では液体と気体が共存する。 

 

 （ ａ ） （ ｂ ） 

１ 点Ａ-Ｂ 点Ｃ-Ｄ 

２ 点Ａ-Ｂ 点Ｅ-Ｆ 

３ 点Ｂ-Ｃ 点Ｄ-Ｅ 

４ 点Ｂ-Ｃ 点Ｅ-Ｆ 

５ 点Ｃ-Ｄ 点Ｅ-Ｆ 

 

 

問６９ 

カルボン酸と第一級アミンの脱水縮合反応により形成される結合として正しいも

のはどれか。 

 

１ アミド結合     ２ エステル結合   ３ エーテル結合   

４ ジスルフィド結合  ５ グリコシド結合 
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問７０ 

塩化銅（Ⅱ）水溶液を炭素棒で電気分解したとき、陽極で発生する物質および陰極

で発生または析出する物質について、正しい組合せはどれか。 

 陽極 陰極 

１ 塩素 水素 

２ 塩素 銅 

３ 酸素 水素 

４ 酸素 銅 

 

 

問７１、問７２ 

次の図はＡｇ＋、Ｃａ２＋、Ｃｕ２＋、Ｆｅ３＋、Ｚｎ２＋を含む混合水溶液から各イオン

を分離する操作を示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７１ 

沈殿物Ｂに分離できるイオンとして正しいものはどれか。 

 

１ Ａｇ＋  ２ Ｃａ２＋  ３ Ｃｕ２＋  ４ Ｆｅ３＋  ５ Ｚｎ２＋ 

 

 

問７２ 

ろ液Ｂに含まれるイオンの種類として正しいものはどれか。 

 

１ １種類  ２ ２種類  ３ ３種類  ４ 含まれるイオンは無い  

Ａｇ＋、Ｃａ２＋、Ｃｕ２＋、Ｆｅ３＋、Ｚｎ２＋ 

沈殿物Ａ、白色沈殿 ろ液Ａ 

沈殿物Ｂ、黒色沈殿 ろ液Ｂ 

希塩酸（ＨＣｌ）を加える 

硫化水素（Ｈ２Ｓ）を 

吹き込む（酸性条件下） 
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問７３ 

次の元素のうち、炎色反応で赤色を示すものとして正しいものはどれか。 

 

 １ Ｂａ  ２ Ｃｕ  ３ Ｌｉ  ４ Ｍｇ  ５ Ｎａ 

 

 

問７４ 

コロイドに関する記述について、誤っているものはどれか。 

 

１ コロイド溶液の横から強い光を当てると光の通路が明るく見える現象のこと

をブラウン運動という。 

２ 親水コロイドが多量の電解質で沈殿する現象のことを塩析という。 

３ 半透膜を小さい分子やイオンが通り抜けて移動することを透析という。 

４ 疎水コロイドに親水コロイドを加えると、凝析しにくくなることがある。この

ような働きをするコロイドを保護コロイドという。 

５ コロイド溶液に直流電流をかけると、陰極または陽極にコロイド粒子が移動す

る現象を電気泳動という。 

 

 

問７５ 

反応速度に関する記述として、（ ａ ）から（ ｃ ）に入れるべき字句の正しい組合

せはどれか。 

 

一般的に、反応速度は出発物質の濃度が高いほど大きくなり、反応温度が高ければ

反応速度は（ ａ ）なる。反応に添加することで反応速度を大きくする機能を有する

触媒は、その反応の（ ｂ ）エネルギーを（ ｃ ）する働きを持つ。 

 

 

 ａ ｂ ｃ 

１ 大きく 結合 大きく 

２ 大きく 活性化 小さく 

３ 大きく 活性化 大きく 

４ 小さく 活性化 小さく 

５ 小さく 結合 大きく 
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問７６ 

ボイル・シャルルの法則に関する記述として、適切なものはどれか。 

 

１ 一定物質量の気体の体積は、圧力に反比例し、絶対温度に比例する。 

２ 一定の温度、体積の容器に気体Ａと気体Ｂを混合したとき、混合気体の圧力は

気体Ａ、気体Ｂの分圧の和になる。 

３ 化学反応の前後で物質の質量の和は不変である。 

４ 一定温度で、一定量の溶媒に溶ける気体の質量は、その気体の圧力に比例する。 

５ 反応熱は、反応の経路によらず、反応の初めの状態と終わりの状態で決まる。 

 

 

問７７ 

次の各分子について、二重結合を含む分子として正しいものはどれか。 

 

１ プロパン     ２ シアン化水素  ３ アクリルアミド   

４ エチレングリコール  ５ アセチレン 

 

 

問７８ 

アンモニア水について、塩酸を用いて中和滴定をする場合、滴定の終点（中和点）

のｐＨおよび用いる指示薬として、正しい組合せはどれか。 

 

 滴定の終点のｐＨ 指示薬 

１ 酸性 フェノールフタレイン 

２ 酸性 メチルオレンジ 

３ 中性 フェノールフタレイン 

４ 中性 メチルオレンジ 

５ 塩基性 フェノールフタレイン 
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問７９ 

α-アミノ酸Ｒ―ＣＨ（ＮＨ２）―ＣＯＯＨに関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。 

 

１ Ｒにカルボキシル基を有するアミノ酸にはチロシンがある。 

２ 体内で合成できず、主に食物から摂取が必要なα-アミノ酸を必須アミノ酸と

いう。 

３ タンパク質を構成するα-アミノ酸は２０種類あり、グリシンを除いて不斉炭

素を有する。 

４ タンパク質はアミノ酸がペプチド結合にて結合したものである。 

５ 水溶液中では正、負の電荷を帯びるが、全体として電荷が０になるときのｐＨ

の値を等電点という。 

 

 

問８０ 

次の原子のうち、最も電気陰性度が大きいものとして適切なものはどれか。 

 

１ Ｂｅ  ２ Ｂ  ３ Ｎ  ４ Ｏ  ５ Ｆ 
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問８１～問８５ 

次の物質の特徴について、正しい組合せはどれか。 

 

問８１ シアン化銀 

 

 色 臭い その他特徴 

１ 灰白色 無臭 空気中で安定 

２ 灰白色 刺激臭 空気中で不安定 

３ 淡黄色 無臭 空気中で不安定 

４ 淡黄色 刺激臭 空気中で安定 

５ 橙黄色 無臭 空気中で不安定 

 

 

問８２ アンモニア水 

 

 色 臭い その他特徴 

１ 無色透明 無臭 揮発性がある 

２ 薄い青色 無臭 不揮発性である 

３ 無色透明 臭気あり 不揮発性である 

４ 薄い青色 臭気あり 揮発性がある 

５ 無色透明 臭気あり 揮発性がある 

 

 

問８３ 塩素酸コバルト六水和物 

 

 色 形状 用途 

１ 濃い藍色 結晶 媒洗剤 

２ 濃い藍色 結晶 抜染剤 

３ 濃い藍色 液体 媒洗剤 

４ 暗赤色 結晶 媒洗剤 

５ 暗赤色 液体 抜染剤 
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問８４ ２，４，６－トリニトロフェノール（別名：ピクリン酸） 

 

 色・形状 臭い その他特徴 

１ 無色結晶 刺激臭 空気中で発煙する 

２ 無色結晶 刺激臭 打撃により爆発する 

３ 淡黄色結晶 刺激臭 空気中で発煙する 

４ 淡黄色結晶 無臭 打撃により爆発する 

５ 白色結晶 無臭 空気中で発煙する 

 

 

問８５ 臭化エチル 

 

 形状 臭い 用途 

１ 粉末 エーテル様臭気 アルキル化剤 

２ 液体 アルデヒド様臭気 アルキル化剤 

３ 粉末 エーテル様臭気 有機リン系殺虫剤 

４ 液体 エーテル様臭気 アルキル化剤 

５ 粉末 アルデヒド様臭気 有機リン系殺虫剤 
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問８６～問９０ 

次の物質の識別方法について、最も適当なものを【下欄】から選べ。 

 

問８６ トリクロル酢酸  

問８７ 塩酸  

問８８ フェノール  

問８９ 四塩化炭素  

問９０ ナトリウム  

 

【下欄】 

１ 水溶液に過クロール鉄液を加えると紫色を呈する。 

２ 硝酸銀溶液を加えると、塩化銀の白い沈殿を生ずる。 

３ アルコール性の水酸化カリウムと銅粉とともに煮沸すると、黄赤色の沈

殿を生ずる。 

４ アンチピリンおよび水を加えて熱すれば、クロロホルムの臭気を放つ。 

５ 白金線に試料をつけて、熔融炎で熱し、炎の色を見ると黄色になる。 

 



 

 

 

 

 


